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1982), tafoniやcavernousweathering (Bradley et al, 
1978), pedestal rocks (Chapman, 1980)なと多くの地
形の形成に塩類風化は童要な役割を果たしている．また特








ってきた（山田•松倉 2000 ; 2001) . とくに前報（山












































































—---• I --- - -I●黒雲母流紋岩口凝灰岩圃砂岩/→←三←→←~ 
I -I—I -- • - - -- ,_ I 
-1 J_~ 
?

































ら1024μmの範囲を， Suzukiand Matsukura (1992) 
の区分を参考に 4つに分けたそれぞれの範囲内の間隙
径がもつ間隙量の値を Vi,胚，恥， M と定義する.Vi, 
胚，防， Mはそれぞれ間隙径 1014μmから 1005μm,
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